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三浦 耕平（スクールリーダーシップ開発専攻） 
自分のダメな部分にどう対峙するか 
 
１．教育を考える一言 
「諦め半分、克服したい半分」 
 
２．背景 
私は忘れ物や落し物が多く、そのたびに自分をダメなやつだなぁと卑下したり、悲しくなった
りします。その後、「絶対次はしないぞ」と思うのですが、そのうちすぐ繰り返します。やがて自
分を嫌いになっていくスパイラルに陥って、「消えたい」と思うことさえよくありました。しかし、
そうした感情の起伏にも疲れ、一種の「諦め」というものも覚え、「そんな自分も受け入れてみる
か」と考え直したとき、とても気が楽になりました。自分のダメな部分というやつは、すっかり
無くなりはしない、だから全否定や排除を志向するのではなく、うまく付き合う心構えが必要だ
と考えるようになりました。そこで、自分が模索して辿り着いたのが上記の言葉です。 
 
３．考察 
 皆さんにも自分の弱いところや嫌なところはきっといくつかおありだと思います。それに対し
どのような心構えを持っているのでしょうか。真面目な方ならば、そういう自分の弱いところや
嫌なところは潰したくて、無くしたくて仕方ないのではないでしょうか。私もある時期はそのよ
うに考え、いろいろ対策は練るのですが、それでも、忘れ物や落し物はしてしまうものでした。
その度に、自分というものが信じられず、自己肯定感は極端に下がっていったと思います。こう
いう時は、どうしようもないぐらい悔しく、悲しく、気持ちが沈みました。そして時に激しく自
分を責めます。 
 この時の自分が自分を見る視点というものは、いつの間にか自分の弱い部分やダメな部分にし
か向かなくなっていることに気が付きました。もっと良い点を含めて総体的に自分を捉えること
ができず、減点方式という凝り固まった見方―できないところやダメなところに目を向けること
―でしか自分を見られなくなっていたのです。だから精神的には苦しいものでした。 
 そこで、自分の弱い部分へのまなざしとして「諦め半分、克服したい半分」という在り方が有
効ではないかと考えます。みなさんにとって「諦め」という言葉は、嫌いな言葉のひとつかもし
れません。私も最初は「自分の弱点は除去できる」と考えていたし、諦めたくなかったです。そ
してあれこれ手は打ちます。しかし、そんなに簡単に自分の弱点は消えて無くなるものではあり
ません。この考え方では、自分の弱点が、いざ、表出してしまった時に、自分を責め、自分を嫌
いになる恐れが高いでしょう。そして、いつの間にか、減点方式という見方でしか自分を見られ
なくなっていくのではないかと推測されます。これでは、「自己肯定感を保持できるか」という観
点と、「精神的に持続するか」という観点から問題があります。「諦め半分、克服したい半分」と
いう心構えは、自分の弱い部分を認め、許容すると同時に、「できうる限り」の克服を志向するこ
とを意味します。こうした心構えを持つことにより、自分の弱点や失敗に寛容になり、前向きに
同じ轍を踏まないための対策を考えることができます。ひいては、他者や児童生徒へのまなざし
をも、減点方式でなく優しく温かいものにできるのではないでしょうか。  
